
④
 

壬
辰
年
九
月
七

H
三
川
国
鴨
評

□口

②

（表
）
口鳥

取

□二
升
桜
井
口
二
升

一
升
口

青

見

□二
升
知
利
布
二
升

汗

久

皮

ツ
ニ
升

（
裏
）
加
牟
加
皮
手
五
升

神

久

□二
升
小
麻
田
口
二
升

〔廿
四
ヵ
〕

③
（
表
）
壬
辰
年
九
月

□
□日
三
川
国

n

（裏
）
高

椅

里

物

部

□乃
井
六
斗

も
・・・
」と
万
葉
仮
名
で
記
し
て
い
ま
す
。

(
2
1
0
)
X
2
4
x
5
 

(
1
9
9
)
x
(
1
2
)
X
5
 
0
8
1
 

0
3
9
 

2
9
6
X
5
7
x
5
 

池
状
遺
構

池
状
遺
構

※
大
型
の
帳
簿
木
簡
で
す
。

「地
名
」
＋
「
容
量
」を

一
単
位
と
す
る
項
目
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら

9

.0

あ
臼
み
の
こ
“
り

あ
況
み
ぐ

ん

「
鳥
取
」
「
桜
井
」
「
青
見
」
「
知
利
布
」
は
一二
川
国
青
見
評
（
後
の
参
河
国
碧
海
郡
、
現
在
の
愛
知
県
安

城
市
・知
立
市
付
近
）
に
存
在
し
た
サ
ト
の
名
前
で
す
。

「二
升
」
は
米
の
量
で
し
ょ
う
。
東
大
寺
正
倉
院

に
伝
わ
る
奈
良
時
代
の
文
書
か
ら
は
、
諸
官
司
に
配
属
さ
れ
て
い
た
仕
丁
に
対
し
て
、

一
日
二
升
の
米

が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
の
木
簡
は
、
三
川
国
青
見
評
の
様
々
な
サ
ト
か
ら
徴

発
さ
れ
て
き
た
仕
T
に
対
し
て
、

食
料
米
を
支
給
す
る
際
の
帳
簿
で
あ
る
と
推
定
で
き
ま
す
。

0
5
1
 

南
北
溝

つ
ら
の
と
う
の
と
し

み
の
の

く
i
4

※
⑨
・
⑩
は
己
卯
年
（
天
武
八
年
、
六
七
八
年
）
の
年
紀
を
記
す
荷
札
木
簡
で
す
。
⑨
は
三
野
国

か
に
の
―

z:'

み
の

n
く
に
か

に

ぐ

ん

可
ホ
評
（
後
の
美
濃
国
可
児
郡
、
現
在
の
岐
阜
県
可
児
市
付
近
）
か
ら
貢
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

⑩

（表
）
己
卯
年
八
月
十
五
日
口

（裏
＿

nLI五
十
戸
神
人
部

n

⑨
 

⑧
（
表
）
三
川
国
青
見
評
大
市
部
五
十
戸
人

（裏
）
大
市
部
逆
米
六
斗

幻
“
い
ち
べ
の

さ

と

“

お

い
ち
ご
う

※
⑦
・⑧
は
三
川
国
青
見
評
大
市
部
五
十
戸
（
後
の
参
河
国
碧
海
郡
大
市
郷
、
現
在
の
愛
知
県
安
城

ひ
の
え
い
ぬ
の
と
し

市
付
近
）
か
ら
貢
進
さ
れ
た
荷
札
木
簡
で
す
。
⑦
は
丙
戌
年
（
朱
鳥
元
年
、
六
八
六
年
）
の
年
紀
を
記

し
ま
す
。
サ
ト
の
表
記
は
、
天
武
十
二
年
（六
八
三
年
）
頃
か
ら
「
里
」
表
記
が
出
現
し
ま
す
が
、
こ
の
木

簡
は
そ
れ
よ
り
遅
い
時
期
に
も
古
い
「
五
十
戸
」表
記
を
用
い
て
い
ま
す
。

己
卯
年
十

一
月
三
野
国
可
が
評

⑦

（表）

丙
戌
年

□月
十

一
日

（裏
）
大
市
部
五
十
戸

□口
〔
人
ヵ
〕

現
地
説
明
会
資
料
（
二
0
0
三
年
―
一
月
二
二
日
）

飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

(
1
6
8
)
X
2
9
X
2
 

し
ち
ょ
う

か

ん

し

※
仕
丁
と
は
、
み
や
こ
に
お
い
て
様
々
な
官
司
（
中
央
の
役
所
）
の
雑
役
に
従
事
し
た
人
々
の
こ
と
で
、

全
国
の
サ
ト
（
「
五
十
戸
」
も
し
く
は
「
里
」
と
表
記
）
か
ら
二
名
ず
つ
徴
発
さ
れ
、
各
官
司
に
配
属
さ
れ

か
た
の
は
・つ

み
か
わ
の
く
に
ほ
の
こ
＊
＇

み
か
わ
の
く
に

＂
お

ぐ
ん

て
い
ま
し
た
。「
方
原
」
は
三
川
国
穂
評
（
後
の
参
河
国
賣
妖
郡
、
現
在
の
愛
知
県
蒲
郡
市
付
近
）
に
あ

っ
た
サ
ト
の
名
前
で
、
仕
T
の
出
身
地
の
戸
（
税
制
上
の

一
世
帯
）
を
表
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
「米

一
斗
」
は
、
食
料
と
し
て
仕
丁
に
支
給
さ
れ
た
米
の
量
で
し
ょ
う
。
裏
面
は
別
筆
で
、
「
あ
し
の
は
に
し

①

（表
）
方
原
戸
仕

T
米

一
斗

（裏
）

「
阿
之
乃
皮
が
之
母
口
」

（別
筆
）

石
神
遺
跡
第

16
次
調
査
出
土
木
簡
釈
文
と
解
説

奈
良
文
化
財
研
究
所

0
5
1
 

南
北
溝

⑥
 

鴨
評
万
枯
里
物
部
稲
都
祢
米
五
斗

み
ず
の
え
た
つ
の
と
し

※
③
S
⑥
は
四
点
と
も
米
俵
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
で
す
。
③
・④
・
⑤
に
は
壬
辰
年
（
持
統
六

か
も
の
こ
幻
9

年
、
六
九
二
年
）
九
月
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
名
は
い
ず
れ
も
三
川
国
鴨
評
（
後
の
参
河
国

賀
茂
郡
、
現
在
の
愛
知
県
豊
田
市
付
近
）
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
同

一
の
地
域
か
ら
ほ
ぽ
同
時
に
貢
進

さ
れ
た
荷
札
が
ま
と
ま
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
③
の
「
六
斗
」
と
い
う
容
量

は
、
仕
丁
に
支
給
さ
れ
る
食
料
米
の
ち
ょ
う
ど

一
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
（
二
升
X
l
l
l＋
日
1
1

六
斗
）
、
仕
丁
の
生
活
費
に
充
て
る
た
め
に
貢
進
さ
れ
た
米
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑤
（
表
）
壬
辰
年
九
月
廿
四
日
万
枯
里
長
部
大
真

（裏
）
呂
五
斗

2
1
3
x
2
9
X
6
 

2
1
7
X
2
0
x
3
 

(
l
o
o
)
X
1
4
X
2
 

1
9
5
X
2
3
X
3
 

1
4
0
x
3
4
x

5
 

(
9
6
)
x
3
2
X

2
 

0
3
9
 

0
3
2
 

0
3
2
 

0
1
9
 

0
3
2
 

0
3
2
 

南
北
溝

南
北
溝

池
状
遺
構

池
状
遺
構

池
状
遺
構

池
状
遺
構



⑭
 

と
い
う
貝
を
意
味
し
ま
す
。
ウ
バ
貝
の
古
名
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

ロ
ロ
ロ
評
大
夫
等
前
謹
啓

8
2
X
2
0
x
3
 

※
「
ロ
ロ
ロ
評
吋
却
等
の
前
に
配
み
て
酎
す
」
と
読
み
ま
す
。
「双
つ知

」
と
呼
ば
れ
る
位
の
高
い
人
物

に
対
し
て
謹
ん
で
申
し
上
げ
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
七
世
紀
の
上
申
文
書
に
は

こ
匁
9
の
虚
え
つ
き
み

一
般
的
な
も
の
で
す
。
「
評

大
夫
」
と
読
ん
で
評
の
長
官
な
ど
を
意
味
し
た
も
の
か
、
「
口

□口
評
」

と
「
大
夫
」
以
下
を
切
り
離
し
て
読
む
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
今
後
の
検
討
を
要
し
ま
す
が
、
官
司

に
お
け
る
政
務
（
ま
つ
り
ご
と
）
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

⑬

於

賦
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
9
1
 

0
3
2
 

南
北
大
溝

“
.6
 

※
物
品
を
整
理
す
る
際
の
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
於
賦
」
は
「
お
ふ
」
と
読
み
、
白
貝
（
於
宮
）

南
北
大
溝

※
羽
子
板
状
の
木
製
品
に
文
字
を
刻
み
つ
け
た
も
の
で
す
。
万
葉
仮
名
で
七
文
字
ず
つ
、

二
行
に
わ
た

木
簡
の
年
紀
は
天
武
朝
S
持
統
朝
で
、
す
べ
て
評
制
下
の
木
簡
で
す
。
昨
年
度
実
施
し
た
石

神
遺
跡
第
15
次
調
査
出
土
の
木
簡
と
同
様
、
七
世
紀
後
半
の
木
蘭
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
仕
丁
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
木
簡
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

「五
十
上
」
（
五
十
人
の
仕
丁
集
団
の
統

率
者
）
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
の
出
土
も
仕
丁
の
存
在
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
仕
丁
は
出
身
地
ご
と
に
集
団

を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
―
二
川
国
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
の
も
、
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
文
書
木
蘭
や
習
書
木
簡
な
ど
、
役
人
の
事
務
活
動
を
示
す
木
節
も
出
土
し
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
区
内
で
は
建
物
の
痕
跡
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
役
人
が
勤
務
し
、
多
く
の
仕
丁
を
使
役

し
て
い
た
官
司
が
付
近
に
存
在
し
た
こ
と
が
よ
り
確
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

《
意
義
》

っ
て
記
し
て
い
ま
す
。
読
み
は
「
る
し
ら
な
に
ま
く
あ
さ
な
き
に
き
や
」
と
な
り
ま
す
。

（刻
書
）

⑰

留

之

良

奈

祢

麻

久

阿
佐
奈
伎
休
伎
也

た
ん
ば
の
く
に
ひ
か
み
の
こ
“

り

た

け

だ

の

さ

．

c

た
ん
ば
の
く
に
ひ
か
み
ぐ
ん
た
け
だ
ご
う

※
旦
波
国
氷
上
評
竹
田
五
十
戸
（
後
の
丹
波
国
氷
上
郡
竹
田
郷
、
現
在
の
兵
庫
県
市
島
町
付
近
）
の

と

ぺ

の

お

さ

か

か

し

わ

六
人
部
乎
佐
加
と
い
う
人
物
か
ら
貢
進
さ
れ
た
柏
の
葉
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
で
す
。
柏
の
葉
は

⑫
（
表
）
竹
田
五
十
戸
六
人
部
乎

（
裏
）
佐
加
柏
俵
冊
束

(
1
0
7
)
x
(
2
3
)
x
3
 

定
地
、
滋
賀
県
信
楽
町
）
か
ら
出
土
し
た
奈
良
時
代
の
木
簡
に
は
、
仕
丁
を
「
仕
」
と
略
記
す
る
例
が

あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
仕
丁
の
食
料
米
を
詰
め
た
俵
に
付
け
ら
れ
て
い
た
木
簡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1
2
1
x
2
0
x

3

 

食
物
を
盛
る
食
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
葉
を
何
枚
も
重
ね
て
束
に
し
、
俵
に
詰
め
て
送
ら
れ

え
ん
ぎ
し
色

ま
し
た
。
平
安
時
代
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』
に
も
、
丹
波
国
が
毎
年
柏
の
葉
を
貢
進
し
て
い
た
こ
と
が

0
3
2
 

土
坑
2

う

わ

＂

こ

お

り

い

わ

の

の

さ

と

い

よ

の

く

に

う

わ

ぐ

ん

い

わ

の

ご

う

※
汗
和
評
石
野
五
十
戸
は
、
後
の
伊
予
国
宇
和
郡
石
野
郷
、
現
在
の
愛
媛
県
宇
和
町
付
近
に
あ
た

み

や

ま

ら

し

が

ら

き

の

み

や

り
ま
す
。
裏
面
は
天
地
逆
に
記
し
て
い
ま
す
。
平
城
宮
跡
や
宮
町
遺
跡
（
聖
武
天
皇
の
「
紫
香
楽
宮
」
推

（
裏
）
口

□互
緬
リ

〔

“d-＋〕

⑪

（表
）
汗
和
評
仕
俵

0
8
1
 

池
状
遺
構

⑯
（
表
）
九
々
八
十

一

(
2
59
)
x
(
l
l
)
X
 1
8
 

(
7
l
)
X
 (
1
9
)
X
4
 

0
6
5
 

池
状
遺
構

紺
副
ば
し
か
ら
ず
や
。
殿
有

が

く

じ

い

わ

こ

れ

※
⑮
は
『
論
語
』
学
而
篇
の
一
節
「
子
日
く
、
学
び
て
時
に
之
を
習
ふ
、

ま

た

し

疇

う

し

よ

り
、
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
。
」
の
習
書
（
字
の
練
習
）
‘
⑯
は
九
九
を
記
し
た
も
の
で

す
。
『
論
語
』
を
習
書
し
た
木
簡
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
石
神
遺
跡
第

15
次
調
査
や
、
記
配
圏
遺
跡

か
ん
の
ん
じ

（
奈
良
県
明
日
香
村
）
、
観
音
寺
遺
跡
（
徳
島
県
徳
島
市
）
な
ど
か
ら
七
世
紀
の
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、

じ
ゥ

＜

当
時
の
役
人
に
と
っ
て
は
ご
く
一

般
的
な
習
書
の
テ
キ
ス
ト
で
し
た
。
九
九
は
、
呪
句
（
ま
じ
な
い
の
文

言
）
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
習
書
だ
と
す
れ
ば
、
計
算
を
日
常
的
に
行
な
っ
て
い
た
役
人
が
記
し
た

も
の
で
し
ょ
う
。

（裏＿

n
L
J

n
L
J
 

ロ

〔不
ヵ
〕

⑮
（
表
）
乎
有
朋
自
遠
方
来

口

（
左
側
）
「
大
大
大
大
ロ
ロ
ロ
」
（
別
筆
）

〔
大
ヵ
〕

9
1
X
5
5
x
6
 

0
8
1
 

0
8
1
 

南
北
大
溝

池
状
遺
構


